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三郎川魚道修復活動報告書 

                                                

＜概 要＞ 

 修復作業日    2014 年 10 月 17 日、18 日 

 参加者数     52 名（１７日約１０人、１８日約３０人） 

 主な参加団体   三郎川魚道設置委員会、「緑の回廊」推進委員会、 

          浜中町役場（企画財政課 環境政策係、農林課）、浜中

農業協同組合、NPO 法人霧多布湿原ナショナルトラスト、

NPO 法人えんの森、西円朱別振興会（自治会）、茶内第

3 地区振興会（自治会）など 

 修復状況 

  

 当初の状態（2009 年 7 月）       損壊した状態（20013 年９月）    

 

損壊部を撤去した状態（２０１３年 10 月） 修復した状態（２０１４年 10 月） 



＜経緯＞ 

 三郎川簡易魚道は２００８年１０月、三郎川魚道設置委員会が主体となって

設置しました。委員会は現在、ＮＰＯ法人えんの森が事務局となり、「緑の回

廊」推進委員会、西円朱別連合会、ＮＰＯ法人霧多布湿原ナショナルトラスト、

浜中町農協などで構成しています。設置目的は、日本最大の淡水魚イトウをは

じめ三郎川に生息する魚類の遡上環境の改善です。住民が地域の自然環境を良

くし、生きものの豊かな川を取り戻したいと発意し、関係機関との調整、費用

調達、設計、施工まで手がけた全国でも例の少ない「手づくり」の魚道です。 

 

魚道設置前の三郎川取水堰 

   （２００８年 9 月） 

 

 

「三角水制」と呼ばれる木材と土のうで

できた三角柱状の構造物４基を堰の下流

に設置し、堤体の下手を堤の幅いっぱいに

「堰上げ」して落差を小さくするというユニークな構想で、施工後、イトウの

遡上が回復するなどの効果が確認されていました。しかし、２０１３年９月の

７０年ぶりとも言われる集中豪雨による増水で、三角水制４基のうち２基が損

壊する被害を受け、「堰上げ」の機能が失われてしまいました。 

 

三郎川魚道設置委員会では、魚の遡上を助ける機能を回復したいと修復を模

索し、このたび北洋銀行様の「ほっくー基金」より頂いた寄付金１００万円を

原資として、再び地域のコミュニティーワークという形で修復作業を行いまし

た。残存した三角水制を活用しつつ、さらに強度を高める方向で形状などを変

更し、無事施工を完了しました。 

修復によって堤の幅の１/３が堰上げされる格好となり、再びヤマメなどが遡

上していることが目視確認されています。設置委員会としては、春先のイトウ

の遡上状況などを調べながら、増水に伴う影響などを注意深く観察し、今後も

魚道を維持していく考えです。 

 



＜修復作業＞ 

①修復魚道の考え方 

 

 当初の三角水制４基のうち、増水でも破損せずに残った両側の２基を利用

し、堤のコンクリートを越える水の衝突の少ない個所に「導流堤」という直

方体状の構造物を設けます。強度が強く、制作費が安く、維持管理も容易に

なるように堤の１/３幅だけを堰上げる狭い魚道です。 

 

当初設置した魚道は堤の全幅を堰上げしていました。設置後の経過観察か

ら、堤の１/３幅だけを堰上げする構造としても、イトウの遡上に必要な水量

は確保できること、両側の三角水制は増水の衝突力に耐える構造であること

がわかりました。このことから魚道を狭くしても壊れず、魚道としても機能

する、と考えました。 

 

魚道が堤の幅の１/３になると、残りの２/３から越流する水に誘導されて、

ヤマメやアメマスなどは魚道以外の方向に移動する可能性が高いといえます。

大型のイトウなども堤の落下流水に誘導されます。しかしイトウは阻害物の

前で遡上行動前に探索行動を取ります。探索行動中に狭くなった新しい魚道

の水通しから流れる水が呼び水となり、魚道の入り口を見つけることができ

ます。 

 

したがって、以前の全幅魚道の方がベストですが、魚道を狭くしても、遡

上効果が低下することはほとんどない、と考えています。 

 

②導流堤の形状 

 

  魚道下流側に相当量の土砂が堆積している状況を踏まえ、掘削や水をせき

止める作業の負担軽減および濁水の発生防止を考慮して、水中でも施工が可

能なＵ字形コンクリート側溝を使うことにしました。 

 

以前の魚道の強度は、堤のコンクリートを越流する水深を０．７２ｍとし



ました。両岸の側壁の高さに合わせたのです。しかし、２０１３年９月の大

雨による増水では、水位は側壁より１ｍ程度も上昇しました。これを踏まえ

て、新しい魚道の強度は堤のコンクリートを越流する水深を１．７ｍとして

設計しました。強度は以前の魚道より新しい魚道のほうか、荷重だけ比較す

ると１．７倍程度強くなったと言えます。 

 

③修復作業 

 

８月以降、魚道設置委員会を開催し、導流堤の設計および施工の段取りを

決めました。浜中町から施工への了解を受け、流域の漁協体にも修復作業を

行うことを説明し、２０１４年１０月１７、１８の両日、施工を行いました。

１７日に準備作業を行い、１８日が本施工です。 

 

 

（１）ボランティア

で設計・施工を担当

した岩瀬さん、成田

さんから参加者への

作業についての説明 

 

 

 

 

 

（２）川底の土砂を

さらっての土のう作

り。前日から合わせ

て約８００袋を製作

した 

 

 



 

（３）土のうを堤の

上に積み重ね、流れ

をせき止める 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「導流堤」を

設置する堤の下流の

右岸側を土のうで囲

う 

 

 

 

 

 

 

 

（５）土のうで囲っ

た部分の水をポンプ

で抜く 

 

 

 

 

 

 



 

 

（６）水が入り込ん

でくるのに苦労しな

がらも、懸命の努力

で水位がかなり下が

った 

 

 

 

 

 

 

（７）Ｕ字形のコンクリート側溝２個

をクレーンで吊り上げ、水位を下げた

部分に下ろす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（８）枕木の上にＵ

字溝２個を並べ、Ｕ

字の内側の底部か

ら鉄筋を立てる 

 

 

 

（９）角材に穴を開け、鉄筋に通しながら積み重

ねてＵ字の内側に「カベ」をつくる。角材は上へ

行くほど長く、上流側の端が、スロープ状になっ

ている堤の傾斜にぴったりと沿う形になってい

る 

 

 

 

 

 

 

（１０）積み重ねた角材の「カベ」の間には、

４カ所に短い材で「突っ張り」を入れて補強。

隙間は丸太と土のうで埋めていく。 

 



 

 

（１１）Ｕ字溝の隙

間を埋めた丸太と土

のうを、樹脂製のネ

ットで覆い、かすが

いで留める 

 

 

 

 

（１２）三角水制と

導流堤の隙間は約５

０ｃｍ。ここを通っ

て魚は堰上げしたプ

ールに入り、堤を越

えて上流へ向かう。

この隙間にも土のう

を積み、ネットで覆

った 

 

 

 

（１３）堤の下流側

と、堤の上に積んだ

土のうを取り除き、

通水する 

 

 

 

 



 

 

 

 

（１４）三角水制と

導流堤により、堤の

右岸側１/３幅は堰

上げされてプール

が復活した 

 

 

 

 

 

 

（１５）三角水制と

導流堤の隙間は「魚

の通り道」。勢いよ

く水が流れ、イトウ

はこの流れを感知し

てプールに入ると考

えられる 

 

 



④作業のまとめ 

 

魚道の修復作業には、魚道設置委員会を構成するＮＰＯ法人えんの森をは

じめ、ＮＰＯ法人霧多布湿原トラスト、西円朱別振興会、浜中町農協のほか、

茶内第３地区の住民、さらに浜中町などから、１７日の準備作業で約１０人、

１８日の本施工で約３０人と、延べ約４０人が参加。昼食の炊き出しも行っ

て、親睦を深めつつ作業に当たりました。事前の打ち合わせを含めれば延べ

約５０人で協働作業を行いました。 

 

川底の土砂をさらっての地道な土のう作り作業や、堤の下手の導流堤設置

場所の水抜き作業に苦心しながらも、力を合わせて１８日の日没前後までに

作業を終えることができました。 

 

河岸には北洋銀行様からの寄付

で魚道が修復できたことと、魚道設

置委員会が豊かな自然環境の再生

を願って魚道を維持管理している

ことを知らせ、協力を呼び掛ける看

板を設置しました。 

 

 

１１月８日には、作業を労う交流会を浜中町西円朱別農民研修センターで

開催。作業を振り返りながら、今後の維持補修へ決意を新たにしました。 

 

三郎川簡易魚道は、行政が造るコンクリート製の河川構造物ほど堅牢では

ありません。しかし、絶え間ない観察と維持補修作業を通して、川の流域の

住民がつながりを深め、豊かな自然環境を保つ気持ちを共有するために、大

きな意義を持つものと考えます。産業と環境の調和が求められる今日、農家

を中心とする住民による環境保全のコミュニティーワークの先進事例として、

今後も三郎川魚道を維持していきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      三郎川魚道の修復工事完了を祝う（２０１４年１０月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      設置した看板とえんの森の役員・会員（２０１４年１１月） 



資  料 

新聞記事 

 

北海道新聞 10 月

24日朝刊釧路圏版 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


